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学会賞等 受賞
令和4年度

C o n g r a t u l a t i o n s

編集後記
　今回は、本院の母体となる医学部の50周年に際した内容をご紹介しました。後半は重粒子線治療の現況やウィズ・
コロナの中での医療について、新たな分野として山形Well-Being研究、最新医療に関する内容として人工膝関節全置
換手術、医療的ケア児等支援センターの設置をお伝えしています。ウィズ・コロナの時代が進んでいくように、本院の
事業等もまた、新たな歩みを進めてまいります。
　今後とも、本院では、より安心・安全な医療の提供に努めて参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

病院ニュース編集担当　総務課広報担当

※所属については、受賞時のものである。

人じ ん事 じ往 おう来 ら い

（R4.5.1～R5.4.1）

 年月日      │ 異動前 　│ 氏名 │ 異動後  年月日      │ 異動前 　│ 氏名 │ 異動後

　2023年秋に山形大学医学部は創立50周年を迎えま
す。今から50年前というと、日本が高度成長期にあり好調
な経済成長と人口増加のさなかにあった時期であり、医師
不足が顕著となった時代でもあります。そこで叫ばれたの
が一県一医大という政策でした。これは昭和40年代の後
半に実施され、山形大学医学部は同期に開設された旭川
医科大学と愛媛大学とともに本年設置５０周年となりま
す。爾来半世紀にわたり、山形大学医学部は医療の進歩と
地域の健康に貢献し続けてきました。これまで多くの若者
たちがこの地で学び、優れた医療人、研究者・教育者として
社会に貢献してきたことは卒業生、在校生、教職員、そして
本学医学部を支援していただいた多くのステークホルダー
にとって大きな誇りです。
その一方で医療をめぐる環境は大きく変化しており、今

後の「医療」のあり方について世の中からの要請されるも
のも変わることも予想されています。教育についても本学
は臨床実習に重きを置くなど先進的な取り組みを果たして
きましたが、医学教育の変化もその速度を増していて対応
するのも簡単ではありません。
　しかし「自ら考える医療人の育成」をミッションとした
我々は次の時代に必要となる医療・医学教育を念頭に置
いて後追いではない先駆的なチャレンジをし続けます。そ
の具体的な方策として本年度新たな教育施設として
Yamagata University faculty of Medicine Advanced 
Innovation Center（YU-MAIセンター）を新しい医学教育
のコア施設を設置し、これまで研究を牽引したコホート研
究をさらに発展させる全学組織として山形大学
Well-Being研究所を飯田キャンパスに設置します。この新
しい教育と研究のコア施設を新たな駆動力として次の50
年に向けて力強いスタートを切ります。
　最後にこれまでの全ての教職員、学生、卒業生、そして関
係者の皆様に感謝の意を表します。これまでの山形大学医
学部の歴史は、苦難や喜びに満ち、そしてかけがえのない
ものです。これからも医学の進歩と人々の健康に貢献し続
けることをお約束します。

これまでの
半世紀と、
これからの
半世紀。

上野　義之
山形大学医学部長

【東日本重粒子センター】 渡り廊下で附属病院と直結しています

バックナンバーはこちらから

U E N O  Y o s h i y u k i

山形大学医学部創立50周年にあたり、これまで医学部
の発展にご尽力、ご支援いただきました方々に心から御礼
申し上げます。
　山形大学医学部附属病院は医学部創設の3年後の
1976年10月5日に開院し、10月25日に診療を開始しまし
た。以後、県内唯一の特定機能病院として先進的な医療を
提供すると共に、地域に根ざした病院としての役割を果た
してきました。また、山形県内唯一の医育機関に併設され
た病院として多くの医学生と看護学生の臨床実習や医師
の専門研修を通じて、高い倫理観と創造的な医療人の育
成に携わってきました。2020年に開所した東日本重粒子
センターも順調に稼働しており、既に976名を超える患者
さんが治療を終えております。
　近年のめざましい医療技術の進歩や目まぐるしい医療
環境の変遷のなかで、当院は病院の理念に則り誠心誠意
の医療を実践してまいりました。今、医学部創立50周年と
いう節目に立ち、先人諸賢が築いてきた数々の業績を振り
返ると共に、次の50年に向けた新たな決意を胸に歩みを
進めています。
山形大学医学部附属病院はこれからも医療の発展とよ

り良い地域医療の実践に努めてまいります。みなさまにお
かれましては引き続きご指導ならびにご支援を賜りますよ
う、何卒よろしくお願い申し上げます。

山形大学
医学部創立
50周年に
寄せて。

土谷　順彦
山形大学医学部附属病院長
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河合 賢朗外科学第一講座
The Best Doctor(The Best Doctor in Japan) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2022-2023 

鈴 木 修平内科学第二講座臨床腫瘍学分野
第35回内科学会奨励賞・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・令和4年4月

白田 亨検査部
瑞宝双光章．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・令和4年4月

斉 藤 律 子 看 護 部
瑞宝双光章......................................................................................令和4年4月

佐藤洋子看護部
瑞宝単光章．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・令和4年4月

堺 貴之内科学第二講座
米国消化器病学会 A Poster of Distinction…・……・……・ ••…••…·……· ••…•令和4年5月

阿 部 綾 子 看 護 部
山形県看護協会感謝状．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・令和4年5月

山口美智子 看護部
山形県看護協会感謝状．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・令和4年5月

斉 藤 さ と み 看 護 部
山形県看護協会感謝状 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・令和4年5月

須賀 恭子看護部
山形県保健看護功労者知事感謝状………•……•……•…•……•……•…•……•…•令和4年5月

中 嶋 富 美 子 看 護 部
山形県保健看護功労者知事感謝状••……• •……•……•……•……•……•…•……• •令和4年5月

大山 希代看護部
山形県保健看護功労者知事感謝状…・……・……・…・……・……・……・…・…・……令和4年5月

森 谷 こ ず え 看 護 部
山形県保健看護功労者知事感謝状••……•……•…•……•……•…•……•……•…••令和4年5月

渡邊正子看護部
山形県保健看護功労者知事感謝状••……•……•…• •••…• •…………•……•……• • 令和4年5月

金 井 貴幸重粒子線医学講座
第123回日本医学物理学会学術大会 ICRPT賞 Certificate of Merit Award令和4年5月

山 口 理 紗 子 産 科 婦 人 科 学 講 座
第151回東北連合産科婦人科学会総会・学術講演会 若手奨励賞………………令和4年5月

金 子 宙夢産科婦人科学講座
第151回東北連合産科婦人科学会総会・学術講演会 若手奨励賞...……………令和4年5月

山口 竜平内科学第一講座
第174回日本循環器学会東北地方会YoungInvestigator's Award 優秀賞...令和4年6月

志鎌 拓内科学第一講座
」apanEndovascularTreatment Conference(JET) 2022 Under 35 challenge!！ 優秀賞・・令和4年6月

河合 賢朗外科学第一講座
2022年日本乳癌学会Reviewer賞．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．令和4年6月

R4.5. l 地域看護学分野准教授 森鑓！祐子 昇任地域看護学分野教授

R4.6.l 腫瘍分子医科学講座講師岡田 雅司 昇任腫瘍分子医科学講座准教授

R4.10.l地域看護学分野助教 'Jffi間 由美 昇任地域看護学分野准教授

R4.10.31臨床腫瘍学分野助教 針冴こ 尚樹 退職（山形県立中央病院）

RS.1.1 精神医学講座准教授 鈴i*昭仁 昇任精神医学講座教授

RS.3.31解剖学第一講座教授 内藤 輝 定年退職

RS.3.31内科学第三訓座血液・縄飴懃科学分野教授石澤 賢一 定年退職 （東北福祉大学）

RS.3.31耳鼻咽喉・頭頸郁外科学講座教授クd囲 詞お台 定年退職 （太田総合病院）

RS.3.31麻酔科学講座教授 川前金幸 定年退職（太田西ノ内病院）

RS.3.31臨床看護学分野教授 佐：藤 幸子 定年退職 （仙台青葉学院短期大学）

RS.3.31 内科学第三講座神経学分野講師付3罠I=f書t退職 （東北大学）

RS.3.31眼科学講座准教授 西塚弘一 退職（埼玉医科大学）
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゜有本 貴範内科学第一講座
第28回 日本心臓リハビリテーション学会学術集会一般演題優秀賞……令和4年7月

小野里祐介内科学第二講座
第104回日本消化器内視鏡学会総会 若手奨励賞………………………………令和4年10月

小野里祐介内科学第二講座
第104回日本消化器内視鏡学会総会優秀演題賞………………………………令和4年10月

竹原 功産科婦人科学講座
第152回東北連合産科婦人科学会・第69回北日本産科婦人科学会 優秀演題賞...令和4年10月

松田 未羽検釦部
第41回山形医学検査学会若人奨励賞…………………………………………令和4年11月

大宮 美穂看護部
IQVIA Certificate of Appreciation ··……•…•……•…•……•……•…•……令和4年12月

川村 一郎外科学第一講座（第一外科）
ESMO Asia 2022 Travel Grant（日本臨床腫瘍学会） ••••…•……………...…•令和4年12月

小林 祐太内科学第一講座
第175回日本循礫器学会東北地方会 Young Investigator's Award優秀賞…令和4年12月

水戸 琢章内科学第一講座
第175回日本循環器学会東北地方会会長奨励賞………………………………令和4年12月

岩井 岳夫重粒子線医学講座
日本量子医科学会第2回学術大会 優秀ポスター発表賞（物理・エ学部門） ・・・令和4年12月

今野久美子看護部
令和4年度医学教育等関係業務功労者賞…………•……•……·…•……………..令和4年12月

青野 智典内科学第一講座
第6回日本循環器学会基礎研究フォーラム(BCVR) Best Abstract Award・・・令和4年12月

宇野 智洋整形外科学講座
第35回日本肘関節学会学術集会会長賞……………………………………………令和5年2月

今 田 恒夫公衆衛生学・衛生学講座
日本痛風・尿酸核酸学会 最優秀論文賞…………………………………………••令和5年2月

今 田 恒夫公衆衛生学・衛生学講座
第56回日本痛風・尿酸核酸学会 優秀演題賞……………………………………令和5年2月

鈴木奈津子公衆衛生学・衛生学講座
第56回日本痛風・尿酸核酸学会 優秀演題賞……………………………………令和5年2月

大瀧陽一郎先進心血管治療学講座
第56回日本痛風・尿酸核酸学会 優秀演題賞……………………………………令和5年2月

藤井 聡生理学講座
一般社団法人日本生理学会 感謝状・・・••…••・………・ •………· ••…••・・・・・・・・・・・・・・・令和 5年3月

RS.3.31外科学第一講座講師 大塩 博 退職（仙台オープン病院）

RS.3.31第三内科講師 亀 田 亘 退職（県立中央病院）

RS.3.31 NICU 准教授 佐々木綾子 退職

RS.4.1 第二外科講師 中村 潤 昇任外科学第二講座准教授

RS.4.1 放射線腫瘍学分野講師 佐:~[ 啓： 放射線腫瘍学分野准教授

RS.4.1 精神科 講師 l」ヽ林良太 昇任精神医学講座准教授

RS.4.1 医療政策学講座講師 池 田 登 顕 昇任医療政策学講座准教授

RS.4.1 放射線診断学分野助教 桐 井 一 邦 昇任放射線診断学分野講師

RS.4.1 精神医学講座助教 白田稔則 昇任精神科講師

RS.4.1 内科学第三舅座糖尿痣・内分泌代孵分野隷佐藤 裕康 昇任 内科学第三講座神経学分野講師

RS.4.1 第三内科助教 伊哺[ 巧 昇任第三内科講師

RS.4.1 （帝京大学） 濃本 洋 採用感染症学講座教授




